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◎自己肯定感が高い子どもは学ぶ意欲も高いと、私も考
えます。天理市立北中学校の、3年間を通してその心を
育み、小学校のつまずきを克服する取り組みを、興味を
持って読みました。

◎自己肯定感が身に付いていないのは本校も同様です。
３年間の指導の流れが学年ごとに明確にされている天
理市立北中学校の取り組みが参考になりました。

◎学習方法が身に付いていない生徒が、最近増えている
印象を受けます。学びのルールや、学校のシステム、勉
強の仕方、家庭学習の仕方等、基本的なことの指導が今
こそ必要で、舞鶴市立青葉中学校が共に高まり合う学級
づくり、学校づくりに取り組んでいることに共感しまし
た。

◎舞鶴市立青葉中学校が目指す「生徒自らの力で学びに
前向きな人間関係を築く」ことは、一人っ子の多いこれ
からの世の中での、良いモデルになります。キーワード
は「協働」「自立」「自律」でしょうか。

◎中学1年生のクラス編成をする際、尼崎市立園田中学
校が行っているような入学前算数テストは、生徒の実態
を探る手がかりにもなるし、良い取り組みだと思いまし
た。

◎宮城県黒川高校の記事からは、高校における学力向上
の切実な問題が伝わってきました。先生方が真剣に取
り組んできたことが実感できます。

◎学力下位層を伸ばす一つの方策は、「学び合い」である
と考えます。どの学校も、名称は違うにせよ、そうした
手立てを取っているのが印象的でした。その中でも熊
本市立白川中学校の「対話する力」をベースにした取り
組みは興味深く読みました。

◎本校がある町には学力向上検討会があり、小中高で取
り組んでいます。新藤全日中会長のインタビューの中
でも、「補充」から、「共に学びに向かう集団」へと発想を
転換しなければいけないという部分に共感できました。
本校でどう進めていこうとするか考えさせられました。

◎今回取り上げられた事例が、いずれも中規模以上で
あったのが残念でした。ぜひ、小規模校の取り組みにつ
いても知りたいです。

◎放課後の学習サポート等は、現在の教員数では難しい
学校も多いのではないでしょうか。本校も特別支援が
必要な生徒が複数おり、条件は厳しいです。記事をまと
める際にはそういう視点もぜひ入れてほしいです。

◎特集の実践がそれぞれ学校の実態に合わせてあり、個
性的。飾られていない真の姿が見えました。今回は特
に良いと思いました。

◎学力の全体的向上は、案外、学力上位層を更に伸ばす
ことによって生じるクラス全体のグループ・ダイナミ
クスもあると考えます。その辺りに焦点を当てても良
かったと思います。
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今号の取材では、事例校の授業の様子を拝見させていただきました。学校に
より授業づくりのコンセプトは異なりますが、大江先生が指摘された「専門的
知識」と「集団経営力」の両立に、どの先生も心を砕いておられました。眠
そうな生徒をすぐに見つけて声を掛けたり、生徒が「分かった」と思えるまで
何度も説明を繰り返したり…。生徒との信頼関係が、日々の地道な実践の中
で培われていることを改めて感じました。（渡邊）
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